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System Consultant Wave  

1 月 18 日（金）水道の水のように…… 

加工された水道の水は価値がある。今日、価あるものを

盗めばとがめられるのが常識だが、通行人が門口の水道の

栓をひねって存分に飲んだとしても、とがめたという話は

きかない。直接、生命を維持する貴重な価値ある水でさえ、

その量があまりに豊富であるゆえに許されるということ

は、われわれに何を教えるか。 

 それは、すなわち生産者の使命は貴重なる生活物資を、

水道の水の如く無尽蔵たらしめることである。いかに貴重

なるものでも、量を多くして無代に等しい価格をもって提

供することにある。 

われわれの経営の真の使命はまさにここにあると思う

のである。 

 

1 月 19 日（土）人情の機微を知る 

人間の心というものは、なかなか理屈では割り切れない。

理論的にはこうしたらいい、と考えられても、人心はむし

ろその反対に動くということもあろう。一面まことに厄介

といえば厄介だが、しかし、やはりある種の方向というか、

法則的なものがあるとも考えられる。そうしたものを、あ

る程度体得できるということが、人情の機微を知るという

ことになるのだと思う。 

 では、人情の機微を知るにはどうしたらいいか。

それはやはり、いろいろな体験を通じて、多くの

人びととふれあうことである。そうした体験に立

ちつつ、常に素直な目で人間というものを見、そ

の心の動きを知るということが大切だと思う。 

 

1 月 20 日（日）苦情から縁がむすばれる 

 需要家の方からいただくおほめの手紙はもちろんあり

がたいけれども、苦情の手紙をいただくのもありがたいこ

とだと思います。かりに苦情を言わない方はそのまま「あ

そこの製品はもう買わない」ということで終わってしまう

かもしれません。しかし不満を言ってくださる方は、その

ときは「もう買わない」というつもりでも、こちらがその

不満を丁重に扱って、不満の原因をつかむとともに、誠心

誠意対処すれば、その誠意が通じ、かえって縁がむすばれ

る場合が多いと思います。 

 ですから、苦情を受けたときは「縁がむすばれる好機」

と考え、一つの機会として生かしていくことが大事だと思

うのです。 

 

1 月 21 日（月）当たってくだける 

ある時会社で社員が集まってさかんに議論している。ど

うしたのかと尋ねると、「この製品を新しく発売するので

すが、これが売れるかどうか検討しているのです」と言う。 

そこで私は「それはさぐるより仕方がないのではないか。

売れるか売れないかを、ある程度議論することは必要だが、

ある程度以上は議論してみてもはじまらない。あとは“当

たってくだけろ”だ。それは買ってくれる人に尋ねるより

仕方ないのではないか」と言ったのである。 

ある程度考えた後は、勇気を持ってやる。そういうこと

が商売だけでなく政治にも、その他あらゆる日常生活の分

野においても、ときに必要だと思うのである。 

 

1 月 22 日（火）長年のツケを払うとき 

 戦後三十年間、政治の仕組み、教育のあり方、またお互

いのものの考え方、生活態度の中に、知らず識らず、いろ

いろなムダや非能率が生まれ、増大してきた。それがつも

りつもって物価をジリジリと押しあげ、とうとう今日の事

態を招来したのである。 

 お互いに考えるべきことを考えず、改善するべきことを

改善してこなかった、長年のたまりたまったツケがまわっ

てきたのである。だれが悪い、かれが悪いと責めあってい

るときではない。そのツケはそれぞれの分に応じて払わな

くてはならない。その覚悟を真剣に持つことができるかど

うか。そこがきわめて大切な点だと思うのである。 

 

1 月 23 日（水）物をつくる前に人をつくる 

私は、ずっと以前でしたが、当時の年若き社員に、得意

先から「松下電器は何をつくるところか」と尋ねられたな

らば「松下電器は人をつくるところでございます。あわせ

て電気商品をつくっております」とこういうことを申せと

言ったことがあります。 

その当時、私は事業は人にあり、人をまず養成しなけれ

ばならない、人間として成長しない人を持つ事業は成功す

るものではない、ということを感じており、ついそういう

言葉が出たわけですが、そういう空気は当時の社員に浸透

し、それが技術、資力、信用の貧弱さにもかかわらず、ど

こよりも会社を力強く進展させる大きな原動力となった

と思うのです。 

 

1 月 24 日（木）会社の信用 

自分の会社の欠点と考えられることは、社内においてお

互いに誠心誠意検討しあい、その欠点を除くことにみなが

努力をすることが大事だと思います。しかし、それを決し

て外部の人に不用意にもらさないという配慮が必要です。

極端に言うと、両親にさえもらしてはいけないのだという

ほどの信念がなければいけないと思います。 

もしも幸いにして、そういうことをみなが諒として働け

ば、そうした行動から非常に強い会社の信用が生まれてく

ると思います。それは会社に幸いし、会社の従業員全体に

幸いし、ひいては会社の持つ使命を遂行する力となってく

ると思うのです。 

 


